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'1;ょゥと;ra，ャレ帯広場守電・
天正夢広場二• ング、、、二ネー

寄
付
限
額
は
川
下
健
介
く
ん

(西
大
村
小
5
年
・
諏
訪
2
丁
目
)

人

山

皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
て
い
ま
し
た
、
駅
前
広
場

(
仮
称
)
の
ネ

AW

R
 

‘

削

i
ミ
ン
グ
が
決
ま
り
ま
し
た
。

川

選
考
会
に
よ
る
厳
選
の
結
果
、
ネ
ミ
ン
グ
は
「
天
正
夢
広
場
」

仰

と
決
定
。
夢
の
あ
る
そ
し
て
、
市
民
の
憩
い
の
広
場
と
し
て
ふ
さ

m

わ
し
い
名
称
で
す
。

山

応
募
総
数
2
4
2遇
、
そ
の
う
ち
「
天
正
夢
広
場
L

に
は

7
人

山

の
方
が
応
募
、
団
選
の
結
果
、

1
等
に
は
川
下
健
介
さ
ん
(
什
蔵

川

・
諏
訪
2
丁
目
)
、
2
等
に
は
大
錆
キ
ク
さ
ん
(
部
歳

・
杭
出
津

3

m

了
白
川

3
等
に
は
寵
田
昇
三
さ
ん
(
臼
歳

・
西
大
村
本
町
)
の

3

m

人
の
方
が
入
費
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ヱ
ヤ
ベ

三

/
電車

か
ら
く
り
時
計
や
野

面
積
は
約
2
5
0
0
平
方
灯
、
3
月
末
完
成
、

4
月
却
日
供
用
開
始
で
す
。

中
央
部
に
は
、
か
ら
く
り
時
計
「
天
正
夢
時

計
」
が
建
立
さ
れ
て
お
り
、
時
計
周
辺
部
に
は
、

マ
カ
オ
、
リ
ス
ボ
ン
、
ロ
ー
マ
な
ど
、
天
正
4

少
年
使
節
が
た
ど
っ
た
8
枚
の
絵
タ
イ
ル
。

ま
た
、
広
場
の
一
角
に
は
野
外
ス
テ
ー
ジ
が

設
け
ら
れ
ま
す
が
、
こ
こ
に
も
、
市
の
花
オ
オ

ム
ラ
ザ
ク
ラ
や
市
の
木
イ
チ
イ
ガ
シ
な
ど
5
枚

数
多
い
応
募
の
中
か
ら
、
み

ご
と

一
等
に
選
ば
れ
た
川
下
君
。

「
僕
た
ち
小
学
生
の
夢
を
語

れ
る
広
場
に
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

-2-

「交正夢広場J関園式

(テープ力ット ・バザーほか〉

1人でち多くの皆さんが参加される

よう、お待ちしています。

00"" 4月29日(祝・月)11 



=下水道=

生
活
に
潤
い

自
然
に
豊
か
さ

い
氷
漉
絡
を
ノ

醐圃闘蘭鵬

私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
海
や
川
、

そ
し
て
生
活
環
境
を
守
り
、
快
適

な
暮
ら
し
に
し
よ
う
と
、
着
々
と

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
公
共
下

水
道
。

こ
の
下
水
道
施
設
が
完
成
し
、

皆
さ
ん
の
住
ま
い
が
水
洗
化
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
区
域
を

広報おおむら平成 3年 4月号

処
理
区
域
と
し
て
公
示
し
ま
す
。

処
理
区
域
に
な
る
と
、
下
水
道

法
に
よ
り
処
理
開
始
の
日
か
ら
3

年
以
内
に
く
み
取
り
便
所
を
水
洗

便
所
に
改
造
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
風
呂
、
台
所
な
ど
の

雑
排
水
や
工
場
排
水
も

一
緒
に
下

水
道
に
流
す
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

きれいな川と下水道すてきだね

水の汚染度で水生生物も変わります
(昨年の水質検査より)

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
水
洗
化
の
義
務
付

け
を
す
る
こ
と
は
、
地
域
の
生
活

環
境
の
改
善
を
図
る
と
い
う
こ
と

で
す
の
で
、
処
理
区
域
に
な
っ
て

お
ら
れ
る
方
は
、

1
日
も
早
く
水

洗
化
を
さ
れ
る
よ
う
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

私道でも
要件が備われば
公費で

要
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

間
当
該
私
道
の
所
有
者
お
よ
び
権

利
者
は
、
下
水
管
渠
の
設
置
を
承

諾
し
、
設
置
後
も
そ
の
利
用
に
関

し
、
い
か
な
る
制
約
も
設
け
な
い

こシ」
。

川
当
該
私
道
の
所
有
者
お
よ
び
権

「一一一ーー

水
洗
化
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

水
漉
化
の
改
造
資
金
を

と
郭
尽
く
だ
さ
い

ー

無

利

子

で

す

1

融
資
あ
っ
旋
の
額

便
槽
1
か
所

に
つ
き
犯
万
円
以
内

融
資
あ
っ
旋
に
つ

い
て
は
、
い

く
つ
か
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

利
者
は
、
布
設
さ
れ
た
下
水
管
渠

に
つ
い
て
、
権
利
の
行
使
を
し
な

い
も
の
と
し
、
ま
た
、
土
地
の
使

用
に
つ
い
て
無
償
で
あ
る
こ
と

o

m当
該
私
道
の
水
洗
化
改
造
戸
数

が
3
戸

(
2
人
以
上
の
家
屋
の
所

有
者
で
あ
る
こ
、
シ
る

も
し
く
は
そ

れ
以
上
で
、
そ
の
内
の

%
戸
以
上

の
家
屋
に
つ

い
て
、
下
水
管
渠
布

設
後
速
や
か
に

(
3
か
月
以
内
)

排
水
設
備
お
よ
び
く
み
取
り
便
所

(
浄
化
槽
を
廃
止
し
、
直
接
、
接

続
す
る
こ
と
を
含
む
)
の
水
洗
化

を
実
施
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
こ
と
。
ま
た
、
残
り
の
K
に
つ

い
て
も、

水
洗
化
の
時
期

(
1
年

以
内
を
限
度
と
す
る
)
に
つ
い
て

明
確
で
あ
る
こ
と
。

下
水
道
建
設
課
排
水
設
備
係
一

内
線
4
0
1

一

デ
ィ
ス
ポ
!
ザ

i
(食
口
∞
屑
破
砕
処
理
機
)
を

使
わ
な
い
で
く
だ
さ
い

排水設備(水洗便所改造)工事をするときは
排水設備(水洗便所)の工事を指定工事庖にお申し込みに

な りますと、申請改造等工事手続や改造資金の融資申請を皆

さんに代って責任をもってしてくれます。

@水洗便所改造資金融資あっ旋申請

①工事依頼

②見積書提出

③工事契約

⑦工事施工

@工事完了検査 (検査済証交付)

⑬水洗便所改造資金あっ旋
融資あっ旋金融機関

付⑪貸

臭
が
強
く
な
り
ま
す
。

伺
野
菜
く
ず
を
排
水
す
る
た
め
大

量
の
水
を
必
要
と
し
、
汚
水
量
が

増
大
し
ま
す
。

-3-

食
品
く
ず
処
理
機
は
、
下
水
道

の
維
持
管
理
上
次
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
る
た
め
、
設
置
し
な
い
で

く
だ
さ
い。

間
野
菜
く
ず
な
ど
が
下
水
管
渠
内

に
堆
積
腐
敗
し
、
悪
臭
、
管
渠
閉

塞
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

川
下
水
処
理
場
が
過
負
荷
と
な
り
、

汚
泥
発
生
量
が
増
大
し
ま
す
。

山川
汚
水
排
水
槽
へ
流
入
す
る
場
合

に
は
、
腐
敗
発
酵
が
促
進
さ
れ
悪



幸
せ
は
健
康
"
つ
く
り
か
ら

ー
第

1
田
市
民
健
康
ま
つ
り

l

-ヱ.

相談コーナーには、健康チェックのため、たくさんの人が訪れた

( 3/10・市コミセン〉

汚ポん守ねノ
ー大村湾、沿岸清掃二

た。

第 1回おおむら市民健康まつりが 3月

10日、 市コミセン を中心に行われま

前固まで、

早朝から沿岸清掃を行う参加者の皆さん

(3 / 3・大村公園先沿岸)

をf国

「生活展と 健康展」として

行われていましたが、内容を充実 しよう

と、生活展と健康展 (健康まつ り)

々に千子うようにな ったものです。

大村j蓄をきれいにする会大村支部 (24
団体〉では、 15¥るさとのきれいな川や海

を子供たちに残そうと、 3月 3白を基準

日に、各ブ口ッ クによる大村湾沿岸の清

書を行っ ています。

この 日は早朝から、合成洗剤を追放す

る大村市逗絡会員や一般市民、市職員な

ど約30人が参加、会場となった大村公園

先沿岸に打ち上げられた空き缶やビニー

ル袋などを冶い集めました。

この沿岸清掃は、 8月の司湾沿岸市町

lこよる 斉清掃を含め、年2回行ってい

ます。大村湾は年々活濁が進んでいますc

大将j蓄をきれいな海に戻すためには、皆

さん一人ひとりの協力が必要で、す 3

地
域
ぐ
る
み
の
健
全
育
成
活
動
を
め
ざ
し

-4-

青
少
年
健
全
育
成
連
絡
協
議
会
主
催
の
、

青
少
年
健
全
育
成
研
究
大
会
・
少
年
の
意

見
発
表
会
が
2
月

μ
目
、
市
コ
ミ
セ
ン
で

開
か
れ
ま
し
た
。

健
全
育
成
に
関
す
る
問
題
提
起
や
研
究

協
議
か
ら
、
よ
り

一
層
の
充
実

・
発
展
を

図
ろ
う
と

い
う
も
の
で
、
研
究
会
に
は
福

重
・
富
の
原
の
健
全
協
が
そ
れ
ぞ
れ
発
表
。

健
全
協
の
活
動
内
容
、
公
民
館
活
動
の
重

要
性
、
小
中
P
T
A
と
の
連
携
、
問
題
行

動
を
お
こ
す
青
少
年
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

問
題
点
や
疑
問
点
な
ど
に
つ
い
て
の
問
題

提
起
、
研
究
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
c

ま
た
、
非
行
防
止
ポ
ス
タ
ー
入
賞
者
表

‘ 尾

、 一 ー~

彰
式
や
少
年
の
意
見
発
表
会
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

言の
動

向玄円

》餅 M -，

展
示

、
却
藷
で
に
ぎ
わ
3

た
生
活
展

主 即
婦 売
にさ ..-
とれ きJ ‘喧沿

っる 〆
( て野
3/9は菜
.やや
市は 日
コり用
ミ魅品
セ 力 な
ンど
) は

青少年育成のよ り一層の充実・発展を願って

聞かれた研究大会 (2/24、市コミセン)

大
村
生
活
学
校
(
田
中
力
子
運
営
委
員

長
)
は
3
月

9
日
、
市
コ
ミ
セ
ン
で
生
活

展
を
聞
き
ま
し
た
。

生
活
学
校
に
所
属
を
し
て
い
る
会
員

の
皆
さ
ん
が
、
1
年
間
の
学
習
活
動
の
成

果
を
発
表
し
よ
う
と
始
め
ら
れ
て
い
る
も

の
で
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
編
物

・
紙

ね
ん
ど
な
ど
の
手
芸
や
絵
画
、
書
道
、
華

道、

再
生
利
用
作
品
な
ど
が
展
示
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
家
庭
で
眠

っ
て
い
る
衣
類
や
食

器
な
ど
の
日
用
品
、
青
果
な
ど
の
チ
ャ
リ

テ
ィ

l
即
売
も
行
わ
れ
、
開
場
と
同
時
に

多
く
の
人
の
人
気
を
集
め
、
終
始
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。



t
かい
v
T
a
3ね
グ

ー
第
3
回
大
村
市
子
ど
も
美
術
展

1

h 、。
時 F、

んさ美公

J
賞

-
h
p
h

・'b:‘
長
益

警
官
F

、‘〓市永

氏
村
t
p
r

年
不
益
公
美
'

-~ 

市長賞

西村さち子さん

広報おおむら平成 3年 4月号

子
供
た
ち
の
情
操
教
育
と
健
全

育
成
を
目
的
と
し
た
「
第
3
回
大

村
市
子
ど
も
美
術
展
」
が
、
3
月

1
日
か
ら
8
日
ま
で
市
コ
ミ
セ

ン

で
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
美
術
展
は
、
中
央
公
民
館

(市
コ
ミ
セ

ン
)
が
主
催
、
小
学

生
か
ら
中
学
生
を
対
象
に
作
品
を

募
集
し
た
も
の
で
、
応
募
作
品
数

は
、
書
道
の
部
1
1
3
4
点
、
絵

年
)
、
教
育
長
賞

・
中
村
と
も
み

(
富
の
原
小
1
年
)

画
の
部
7
9
4
点
で
、
入
賞
作
品

5
5
1
点
で
し
た
。

三
賞
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す

(
敬
称
略
)

①
書
道
の
部
H
H
市
長
賞

・
永
益
公

美

(大
村
中
3
年
)
、
市
議
会
議

長
賞

・
と
よ
ま
す
こ
う
じ
(
旭
が

丘
小
1
年
)
、
教
育
長
賞

・
江
崎

智
子
(
西
大
村
小
4
年
)

①
絵
画
の
部

1
市
長
賞

・
西
村
さ

ち
子
(
中
央
小
2
年
)
、
市
議
会

議
長
賞

・
松
本
欣
也
(
福
重
小
3

カロリーにひと工夫味付け • 
=シルバー人材センタ-料理研修会=

力作がそろった美術展
(釘~8 ・市コミセン)

高齢者向けの料理に取り組む会員の皆さん
(%・中地区公民館)

確定申告が

間違っていたときは・・・

税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
ら

「
更
正
の
請
求
」
を
し
て
正
し

い
税
額
に
訂
正
す
る
こ
と
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

更
正
の
請
求
が
で
き
る
の
は
、

翌
年
の
確
定
申
告
期
限
ま
で
で
す
。

税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
ら

「修
正
申
告
」
を
し
て
正
し
い

金
額
に
訂
正
し
て
く
だ
さ
い
。

自
主
的
に
修
正
申
告
を
し
た
と

き
に
は
、
過
少
申
告
加
算
税
は
か

か
り
ま
せ
ん
の
で
、
な
る
べ
く
早

く
さ
れ
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

な
わ
、
新
た
に
納
め
る
こ
と
に

法
定

労
働
時
闘

な
っ
た
税
額
は
、
修
正
申
告
を
す

る
日
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
ら

た
だ
ち
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ

い
。
自
主
的
に
期
限
後
申
告
を
し

た
と
き
に
は
、
無
申
告
加
算
税
は

軽
減
さ
れ
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く

早
く
さ
れ
る
よ
う
わ
勧
め
し
ま
す

な
お
、
新
た
に
納
め
る
こ
と
に

な
っ
た
税
額
は
、
申
告
を
す
る
日

に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

一一一ゴールデンウ ィークに心と体の水洗濯かを一一一

しっかり休んで心身をリフレ ッシュ.ノ
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円近

舵
銭

恒

例
泌
む
同
知
勘

“Uγ
4v
p
"
"

・A町"
ぬ
守
A
w
-
-
J
VAU

大
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
大
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
は
2
月刊
ω
日
、
中
地
区
公

民

館

は

、
設
立
さ
れ
て
、
4
月
で
3
年

で
女
性
会
員
を
対
象
に
料
理
研
修
に
な
り
ま
す
が
、
今
で
は
セ
ン
タ

会
を
聞
き
ま
し
た
。

ー
へ
の
理
解
も
深
ま
り
、
多
方
面

現
在
で
は
、
家
事
手
伝
い
や
介

か
ら
い
ろ
ん
な
職
種
の
依
頼
が
あ

護
な
ど
女
性
会
員
に
対
す
る
依
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

頼
も
多
く
、
そ
の
中
で
、
食
事
の

現

在

の

会

員

は

約

3
3
0
人、

仕
度
を
す
る
こ
と
も
増
え
て
き
た
う
ち
女
性
は
約
2
0
0
人
で
す
。

た
め
、
料
理
へ
の
知
識
を
深
め
て

も
ら
お
う
と
聞
か
れ
た
も
の
で
す
。

参
加
し
た
会
員
幻
人
は
、
山
口

貞
子
さ
ん
の
指
導
で
カ
キ
や
イ
ワ

シ
な
ど
を
材
料
と
し
た
「
高
齢
者

向
き
の
お
惣
菜
料
理
」
に
挑
戦
。

カ
キ
の
炊
き
込
み
ご
飯
、

イ
ワ
シ

の
ロ

l
ル
フ
ラ
イ
な
ど
、
味
つ
け
、

カ
ロ
リ
ー
を
考
え
た
お
い
し
い
料

理
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

4
月
1
日
よ
り
、
労
働
基
準
法
に
定
め
ら
れ
て

い
る
法
定
労
働

時
聞
が

大
企
業
週
何
時
間
が
週
糾
時
間
に

中
小
企
業

(
商
業

・
サ
ー
ビ
ス
業
等
を
除
く
)

週
刊
何
時
間
が
週
何
時
間
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
大
村
公
共
職
業
安
定
所
(
宮
⑫
2
1
0
1
)
へ

1
2
時
間
短
縮

1
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企勤労者の1年間の結晶です

C%・勤膏ホ-b，)

勤労青少年ホ-b，を利用する会員が、

講座の成果を発表するホームまつりが3

月10巴聞かれました。

華道、ア トフラワ一、書道ペン菖字、

紙粘土、手芸、パッチワークなどの展示

発表や、蓋物着付け、茶会、バンド演奏

などの実演 ・実技発表が行われ、訪れる

人を楽しませました。

企中・日間の友情ますます深く

C% .市役所〉

よ海県の七宝中学校友好訪日団3人が

3月11目、市役所を表敵訪問されました。

松本市長力号、 「よ海 ・大村の友情をます

ます深めたい」と歓迎。団長の七宝中学

校長 ・5長季E棄さんが「昨年8月の西大村

中学校との吹奏楽を通じての交流は嬉しか

った、私たちの生徒も大変な友好il~;\を持

っている。今後ち、中 ・日関係の大いな

る前進を願っている」とあいさつ。

行l豆、この 後西中を訪れ、歓迎を受

けました。

4
こ
こ
に
訂
た
ん
ぱ
/

(話

・
三
浦
小
グ
ラ
ン
ド
ほ
か
)

三
浦
地
区
体
青
振
興
会
は

3
月
叩
日
、
綱
引

き
お
よ
び
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
き
ま
し
た
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
は
、
お
年
寄
り
ゃ
4
年
生

以
上
の
小
学
生
約
刊
人
が
参
加
。
お
年
寄
り
の

指
導
を
受
け
な
、か
ら
、
ス
テ
ィ

ッ
ク
を
持
つ
子
供

た
ち
は
と
て
も
楽
し
そ
う
で
、
ほ
ほ
笑
ま
し
い

光
景
で
し
た
。
ま
た
、

綱
引
き
ち
青
壮
年
を
中

山
仁
、
和
気
あ
い
あ
い
の
中
で
の
力
比
べ
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

企地図を左手に健康づくり

C%・横山頭周辺〕

第18回を迎えた市民オ リ工 ンテーリン

グ大会。AC9キロ〉、 B (5キロ〉コース

に39チ-b，が参加しました。

天候に恵まれ、また、澄みきったきれ

いな空気を腹いっぱい禽べ、参加者は元

気いっぱい。親子チ 心や友人チームな

ど、地図を片手に楽しく語らいながらポ

イントを探し歩きます。

健康づくり、 親子のふれあいの揚とし

て最適のスポーツのようです。
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h
p
大
楠
の
木
ス
ッ
キ
リ

(
%
・
大

村

ハ

A

圏〉

玖
島
城
祉
の
大
手
門
(
大
村
公
園
南
側
)
の

樹
齢
擢
定

5
0
0年
、
樹
高
約
初

m
の
大
楠
の

木
の
力
ズ
う
や
枯
枝
の
除
去
、か
行
わ
れ
ま
し
た
。

枯
枝
の
落
下
に
よ
る
危
険
防
止
、
樹
成
分
を

吸
う
イ
タ
ビ
力
ズ
ラ
の
除
去
に
よ
る
自
然
木
の

永
年
保
存
が
目
的
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
大
村
公
圏
で
は
、
花
と
歴
史
の
城

吐
整
備
事
業
と
し
て
、
城
壁
の
改
修
や
軍
地
整

備
な
ど
が
年
次
計
画
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
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国
民
年
金
基
金
(
上
乗
せ
)
が
で
き
ま
す

国民年金写真コンテスト入賞作品(前田多喜雄さんの作品)

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
は
、
老
齢
基
礎

年
金
に
加
え
て
厚
生
年
金
(
ま
た
は
共
済

年
金
な
ど
)
か
ら
も
年
金
が
受
け
ら
れ
る

「

2
階
建
て
年
金
」
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、

自
営
業
者
の
方
の
場
合
、
従
来
は
老
齢
基

礎
年
金
の
み
で
し
た
。

そ
こ
で
、
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
し
て
よ

り
豊
か
な
年
金
を
保
障
す
る
新
し
い
公
的

年
金
制
度
が
こ
の
4
月
か
ら
発
足
し
ま
す
。

加
入
で
き
る
人
は

-
国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険
者
、

つ
ま

り
却
歳

1
ω歳
に
な
る
ま
で
の
聞
の
自
営

業
者
な
ど
の
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

-
国
民
年
金
の
保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い

る
人
、
農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人

(
加
入
す
べ
き
人
)
は
、
こ
の
基
金
に
は

加
入
で
き
ま
せ
ん
。

年
金
の
給
付
は

-
加
入
口
数
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

-
年
金
額
や
給
付
の
型
は
、
加
入
さ
れ
る

人
が
選
択
し
ま
す
。

毎
月
の
掛
金
は

-
掛
金
は
、
選
択
す
る
給
付
の
型

・
口
数

お
よ
び
加
入
時
の
年
齢
に
よ
っ
て
決
ま
り

ま
す
。

-
一掛
金
の
上
限
は
、
月
額
6
万
8
0
0
0

円
で
す
。
た
だ
し
、
加
入
時
に
必
歳
以
上

の
人
は
、

一
定
期
間
だ
け
印
万
2
0
0
0

つ

の

一手帳は緑色です=

U U 

円
に
な
る
特
例
が
あ
り
ま
す
。

-
掛
金
は
、
ご
指
定
の
金
融
機
関
の
口
座

か
ら
自
動
引
き
落
し
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
県
国
民
年
金
課
(
県
庁
内
)

ま
た
は
市
保
険
年
金
課

へ
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

4月から

ます
9，000円
9，400円

4
月
か
ら
国
民
年
金
の
保
険
料
が
改
正

さ
れ
ま
す
。

被
保
険
者
の
方
に
は
負
担
増
と
い
う
こ

と
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
現
在
、
皆
さ
ん

保険料が変わり
定額保険料

付加保険料

老齢福祉年金を受けている人は、 4月

分 の支払いを受けたら、すぐに年金証書

を提出 して ください。

今年から特別証書が廃止され、 4月に

年 金証書を回収して、 8月支払額(物価

スライドによる差額を含めた額)を記入

す るよ うになり ましたので、提出を忘れ

ると年金が受け られません。

なお、 今年度全額支給停止になってい

る人は、 8月に提出してください。

提出期間と場所・4月11日(柑-18日(対

各出張所 ・保険年金課・4月19日(針-23日(火)

保険年金課

持ってくるもの

が
納
め
て
い
る
保
険
料
は
、
年
金
を
受
給

し
て
い
る
人
の
た
め
に
生
か
さ
れ
て
い
て
、

物
価
上
昇
率
に
応
じ
て
年
金
額
も
引
き
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
が
、

年
金
を
受
給
す
る
年
代
に
な
っ
た
と
き
、

年
金
制
度
が
安
定
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
長
期
的
な
財
政

計
算
に
基
づ
い
て
保
険
料
の
引
き
上
げ
が

必
要
だ
と
い
え
ま
す。

国
民
年
金
制
度
は
、
世
代
と
世
代
が
順

送
り
に
支
え
る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

全
て
の
人
が
、
豊
か
な
老
後
を
迎
え
ら

れ
る
よ
う
保
険
料
の
引
き
上
げ
、
納
付
に

つ
い
て
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

。
付
加
保
険
料
・
・
・
定
額
の
保
険
料
に
月
額

4
0
0
円
上
乗
せ
し
て
納
め
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
付
加
保
険
料
を
納
め
た
月
×
2

0
0
円
(
年
額
)
が
加
算
さ
れ
て
、
年
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課
年
金
係

合年から

4月と8月の2回

提出になりましだ

年金証書 ・印鑑

納め忘れはありませんか?
国民年金保険制のー_.-~ 

綿付肱4周羽田憲-c，...，

平成2年度の国民年金保陵料1eJ:.、4月30日
を過ぎるとお手持ちの納付書で、1eJ:.納められな

くなります。早自iこ納めまレょっ。
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会議員県4周78(目)
挙
挙

員
選

会
長

/投裏持掴

"恕た例ー票大切に11午前78子午後6時

、

メ，1

向
山へ
a-
t
ιw 

3

一

4
月
は
全
国
的
に
統

一
地
方
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

大
村
市
で
ち
、
県
議
会
議
員
選
挙
と
市
議
会
議
員
選

挙
お
よ
び
市
長
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

私
た
ち
に
と
っ
て
、
今
後

4
年
間
の
県
政
や
市
政
を

任
せ
る
人
を
選
ぶ
、
最
も
身
近
な
選
挙
で
す
。

他
人
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
目
や
耳
で

確
め
、
棄
権
し
な
い
で
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

※
投
票
日
に
は
、
午
前

7
時
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま

す
。

。
県
議
会
議
員
選
挙

-
住
所
要
件
:
・
平
成
2
年
ロ
月
お

日
ま
で
に
大
村
市
へ
転
入
の
届
け

出
を
し
、

3
月
お
日
現
在
引
き
続

き
居
住
し
て
い
る
人

4
月
6
日
ま
で
に
県
外
へ
転
出

の
届
け
出
を
さ
れ
る
人
は
、
投
票

で
き
ま
せ
ん

0

・
年
齢
要
件
:
・
昭
和
必
年
4
月
8

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

。
市
議
会
議
員
お
よ
び

市
長
選
挙

-
住
所
要
件
:
・平
成
3
年
1
月
日

日
ま
で
に
大
村
市
へ
転
入
の
届
け

出
を
し
、

4
月
日
日
現
在
引
き
続

き
居
住
し
て
い
る
人

4
月
初
日
ま
で
に
市
外
へ
転
出

の
届
け
出
を
さ
れ
る
人
は
、
投
票

で
き
ま
せ
ん

0

・
年
齢
要
件
:
・昭
和
必
年
4
月
幻

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

選挙人名簿の縦覧

選挙人名簿は、住民基本台帳の

登録に基づき調製することになり

ますが、こ の名簿に登録されてい

g る人でなければ投票はできません。

そこで、 3月号でもお知らせし

ていますが、今回の県議会議員選

挙および市議会議員 ・市長選挙に

おいて登録される人をそれぞれ次

のとおり縦覧に供します。

県議会議員選挙 3月29日佳J------30
2 日(土)

市議会議員・市長選挙

(日)------15日伺)

時間 午前 8時30分~午後 5時

場所 選挙管理委員会事務局

県
議
会
議
員
選
挙
に
つ
い
て
は

3
月
幻
日
頃
、
市
議
会
議
員
お
よ

び
市
長
選
挙
に
つ
い
て
は
4
月
ロ

日
頃
、
そ
れ
ぞ
れ
郵
便
に
よ
り
皆

さ
ん
へ
お
届
け
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、

3
月
中
旬
以
降
に
市
内

で
住
所
移
動
を
さ
れ
た
人
は
、
名

簿
の
移
し
替
え
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
入
場
券
を
よ
く
確
か
め
て
記

載
さ
れ
た
投
票
所
で
投
票
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
入
場
券
を
紛
失
な
ど
さ

れ
た
人
は
、
投
票
所
で
申
し
出
て

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

投
票
用
紙
に
は

正
し
く
ハ
ッ
キ
リ
と

せ
っ
か
く
投
票
し
た
け
れ
ど
、

候
補
者
の
氏
名
以
外
の
こ
と
を
書

4月14日

-8-

い
た
り
字
が
明
確
で
な
い
た
め
に

無
効
と
な
っ
て
は
、
投
票
し
な

か
っ
た
の
と
同
じ
結
果
に
な
り
ま

す。
貴
重
な
一
票
を
ム
ダ
に
し
な
い

た
め
に
も
、
投
票
用
紙
に
は
候
補

者
の
氏
名
だ
け
を
正
し
く
ハ
ッ
キ

リ
と
書
き
ま
し
ょ
う
。

市
議
会
議
員
お
よ
び
市
長
選
挙

の
投
票
順
序

次
の
順
序
で
投
票
し
て
く
だ
さ



寸
i

s

-

-

ー」

一
不
在
者
投
票
を
一

一

活
用
し
ま
し
ょ
う
一

投
票
日
の
当
日
、
次
の
理
由
で

投
票
所
で
投
票
で
き
な
い
人
は
、

不
在
者
投
票
を
活
用
し
て
く
だ
さ

①
投
票
区
の
区
域
外
で
仕
事
な
ど

に
従
事
す
る
場
合

②
や
む
を
え
な
い
理
由
で
市
外
へ

行
か
れ
る
場
合

③
出
産
や
病
気
な
ど
に
よ
る
場
合

④
県
内
の
他
の
市
町
村
へ
転
出
す

る
場
合
(
県
議
選
挙
に
限
る
)

不
在
者
投
票
を
行
う
場
合
は
、

投
票
の
公
正
を
期
す
る
た
め
に
手

続
き
が
必
要
で
す
が
、
そ
れ
ほ
ど

面
倒
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

※
県
内
移
動
に
よ
る
投
票
に
つ
い

て
は
広
報
お
お
む
ら

3
月
号
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

県
議
会
議
員
選
挙

3
月
お
日
樹
1
4
月
6
日
出

市
議
会
議
員
選
挙
・
市
長
選
挙

4
月
は
日
同
1
4
月
別
日
出

投
票
時
間

午
前
8
時
叩
分

1
午
後
5
時

投
票
場
所

選
挙
管
理
委
員
会
事
訪
局

不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間

点
字
投
票

視
力
に
障
害
が
あ
る
人
で
、
点

字
で
投
票
す
る
人
は
、
投
票
所
で

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

代
理
投
票

広報おおむら平成 3年 4月号

身
体
の
故
障
や
文
盲
の
た
め
に
、

投
票
用
紙
に
候
補
者
の
氏
名
を
自

分
で
書
け
な
い
人
は
、
投
票
所
で

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
代
理
投
票

(
事
務
従
事
者
が
本
人
に
代
っ
て

書
く
こ
と
)
に
よ
り
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

選
挙
公
報

市
長
選
挙
に
お
い
て
は
、
候
補

者
の
政
見
や
経
歴
な
ど
を
掲
載
し

た
選
挙
公
報
を
発
行
し
ま
す
。
各

家
庭
へ
は
、

4
月
口
日
頃
に
町
務

連
絡
員
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
。

も
し
、
届
か
な
い
と
き
は
、
選

挙
管
理
委
員
会
ま
た
は
各
出
張
所

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
無
投
票
の
場
合
は
発
行
し
ま
せ

ん
。

国固
県議会議員選挙 4月7日(日) 午後了時30分

市議会議員選挙・市長選挙 4月21己(日) 午後了時30分

揚所 市民体育館 お願い 参観されるときは、開票事務に

支障を来たさないようご協力ください。

、，
「

選
挙
に
関
す
る
問
い
合
わ
せA

審

務

ヘ

市
役
所
別
館

1
階

(
宮
⑧

4
1
1
1
内
線
刈

・
矧
)

か
奇
心
が
け
よ
う
svれい
v
h

場
選
挙

一

⑧ 
の
生
活
が
豊
か
に
な
る
よ
う
願
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、

一
人
ひ
と
り

の
生
活
が
豊
か
に
な
る
と
と
も
に
、

私
た
ち
を
取
り
ま
く
社
会
環
境
が

一
層
よ
く
な
っ
て
欲
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
願
い
は
政
治

や
行
政
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
願
い
を
反
映
さ
せ

る
た
め
、
国
会
が
あ
り
ま
た
地
方

自
治
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
国
政
や
県

・
市
の
行
政
に

私
た
ち
が
直
接
参
加
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
考
え
を
表
明
す
る
唯
一
の
機

会
が
選
挙
な
の
で
す
。
自
分
た
ち

の
生
活
や
社
会
に
つ
い
て
不
満
を

い
だ
く
と
き
、
選
挙
の
も
つ
意
義

を
も
っ
と
自
覚
一し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
願
い

を
選
挙
に
お
け
る
一
票
に
託
し
て

い
ま
す
。
そ
の

一
票
の
力
は
た
と

え
小
さ
く
て
も
、
長
い
目
で
見
て

社
会
環
境
を
よ
く
し
て
い
く
た
め

の
一
票
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

私
た
ち
の
代
表
者
の
良
し
悪
し
4

は
、
私
た
ち
自
身
の
政
治
に
対
す

凶

る
意
識
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

山

高
い
意
識
を
も
っ
た
、選
挙
人
の

品

中
か
ら
は
、
優
れ
た
代
表
者
が
生

刈

ま
れ
ま
す
。
こ
の
意
味
で
、
ま
ず

凶

私
た
ち
自
身
が
、
政
治
や
社
会
を
b

見
つ
め
る
高
い
意
識
を
養
っ
て
い

掛

か
な
は
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

凶

選
挙
の
腐
敗
を
な
く
し
、
明
る

凶

い
選
挙
の
実
現
の
た
め
、
何
よ
り
b

も
重
要
な
こ
と
は
、
選
挙
の
真
の

ゆ

主
役
で
あ
る
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

叫

が
、
選
挙
道
義
を
身
に
つ
け
、
清

)〔

い
一
票
の
価
値
を
十
分
に
自
覚
す

ト

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

A
V
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①所属など

②活動内容

③今後の抱負など

内容

棲
田
繁
信
さ
ん

(
必
歳

・
松
原
3
丁
目
)
農
業

田
中
力
子
さ
ん

(
侃
歳

・
水
主
町
2
丁
目
)
主
婦

①
ハ
ウ
ス
イ
チ
ゴ
栽
培

②
農
地
を
活
力
あ
る
も
の
に
し
、
イ
チ
ゴ
の
品

質
お
よ
び
生
産
増
を
図
る
た
め
、
以
前
か
ら
土

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

自
家
牛
ふ
ん
た
い
肥
、
樹
皮
た
い
肥
購
入
利

用
に
よ
る
土
壌
分
析
、
土
壌
深
耕
に
よ
る
排
水

対
策
、
土
壌
駆
除
な
ど
、
ま
た
、
昨
年
よ
り
微

量
要
素
の
分
析
も
実
施
し
て
の
施
肥
設
計
も
行

っ
た
。

こ
の
結
果
、
イ
ナ
ゴ

の
品
質
も
以
前
と
比
べ

大
き
く
、
そ
し
て
甘
く
な
っ
た
。
ま
た
、
生
産

量
も
か
な
り
伸
び
た
と
の
こ
と
。

こ
の
土
壌
改
良
が
功
を
奏
し
、
楼
田
さ
ん
は

先
般
行
わ
れ
た
大
村

・
東
彼
土
ゃ
つ
く
り
コ
ン
ク

ー
ル
で
、
最
優
秀
賞
と
寒
知
事
賞
を
受
賞
。

農
協
の
指
導

・
推
薦
が
あ
っ
た
か
ら
と
の
こ

と
で
す
が
、
土
づ
く
り
へ
の
情
熱
と
初
出
品
で

の
入
賞
は
み
ご
と
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
質
の
良
い
苗
づ
く
り
も
、
イ
チ

ゴ
栽
培
に
は
欠
か
せ
な
い
と
の
こ
と
。

③
こ
の
土
壌
改
良
の
効
果
は
、
イ
チ
ゴ
だ
け
で

な
く
、
た
ま
ね
ぎ
な
ど
の
生
産
に
も
大
き
な
影

響
が
あ
る
。
今
後
も
、
品
質
向
上
、
高
生
産
を

目
指
し
研
究
に
取
り
組
み
た
い。

①
大
村
生
活
学
校

②
生
活
学
校
は
、
連
合
婦
人
会

・
母
子
寡
婦
福

祉
連
合
会

・
民
生
児
童
委
員
婦
人
部

・
更
生
保

護
婦
人
会

・
P
T
A
母
親
部
会

・
農
協
婦
人
部

.
商
工
婦
人
部
の
7
団
体
に
よ

っ
て
組
織
さ
一れ

て
い
ま
す
。

主
な
活
動
と
し
て
、
環
境
問
題
へ
の
取
り
組

み
、
一
日
婦
人
議
会
、
生
活
展
な
ど
が
あ
り
、

環
境
問
題
で
は
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
視
察
や
職
員

と
の
対
話
集
会
な
ど
、
ゴ
ミ
問
題
に
関
す
る
実

情
把
握
お
よ
び
減
量
対
策
。
ま
た
、
大
村
湾
汚

染
問
題
で
は
、
沿
岸
清
掃
、
生
活
排
水
対
策
婦

号
か
え
U

し
家
族

広報おおむら平成 Z年 4月号

(松並 1丁目)杉本さん家族

面 (兄).官〔左情。くん(溝陸町〉
S63. 6.乙U'j:.0-. ~ v 

制限あル紗
ケン力ちする¥ie，三二昨日
く朗けあう元気広士二工二L干示三

人にやさレく山忠、iいv¥¥ミ:ごこニこ山町
子になつてlほまレい にヲ ぺ何

d 

(母 ・早苗さん〕

わ
た
し
の
う
ち
で
は
、
や
さ
い

を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
か
ぞ
く
は

7
人
い
ま
す
。

う
ち
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
や
さ

し
い
で
す
。
お
か
あ
さ
ん
が
い
な

い
と
き
に
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、

お
と
う
と
の
真
吾
を
お
ん
ぶ
し
て

お
さ
ん
ぼ
に
い
っ
て
く
れ
ま
す
。

お
と
う
と
の
真
吾
は
、
い
た
ず
ら

を
し
て
み
ん
な
を
こ
ま
ら
せ
ま
す
。

お
ね
え
ち
ゃ
ん
は
、
ひ
ょ
う
き
ん

で
す
が
ま
じ
め
で
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、

ま
だ
ま
だ

元
気
で
、
や
さ
い
づ
く
り
に
い
そ

が
し
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
ち
、
み
ん
な
元
気
で

な
か
よ
く
し
て
い
け
た
ら
い
い
な

ぁ
と
お
ち
い
ま
す
。

(
由
香
理
)

ケア・η-ヵ-こんなグループ
知ってる?

視聴覚ライフホラリー

市民映画会
4月13日(土)、午後2時""'3時15分
西大村コミセン 入場無料

くフィルム名〉
心のふるさと童謡の世界(情操教育43分〉

ランボーのなみだ(アニメーション15分〉
アリババと40人のとうぞく (アニメーション13分)

水
本
義
昭
さ
ん

(
訂
歳

・
岩
松
町
)
児
童
指
導
員

①
大
村
市
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
協
会

②
こ
の
活
動
を
始
め
て
四
年
。
こ
の
う
ち
、
昭

和
臼
年
に
大
村
に
来
る
ま
で
、
愛
知
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
所
属
し
て
い
た
。

人
推
進
員
の
派
遣
、
家
庭
雑
排
水
や
洗
剤
の
選

別
の
勉
強
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
日
婦
人
議
会
の
成
果
も
大
き
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。一

つ
は
、
私
た
ち
の
活
動
の
場
と
し

て
要
望
し
て
い
た
婦
人
の
家
が
完
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、

J
R
大
村
駅
の
乗
降
口
の
か
さ
上
げ
改

良
、
車
イ
ス
歩
道
の
段
差
個
所
の
改
修
が
さ
れ

る
な
ど
、
一
日
婦
人
議
会
で
の
要
望
が
反
映
さ

れ
て
い
ま
す
。

生
活
展
に
つ
い
て
は
、

3
月
に
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
即
売
や
作
品
展
示
な
ど
を
行
い
大
盛
況
を
得

ま
し
た
。

現
在
、
毎
年
5
月
に
行
わ
れ
る
全
国
一
斉
ウ

オ

l
ク
ラ
リ
l
大
会
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰

と
で
も
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
し
た
イ
ン
デ

イ
ア
カ
の
普
及
、
キ
ャ
ン
プ
の
レ
ク
リ
ェ

ー
シ

ョ
ン
講
座
な
ど
の
ほ
か
、
子
供
会
や
青
年
団
、

勤
青
ホ
l
ム、

P
T
A
な
ど
か
ら
の
講
師
依
頼

も
多
い
。

私
た
ち
は
、
今
日
人
程
の
会
員
で
す
が
、
皆

さ
ん
に
い
か
に
楽
し
く
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え

る
か
と
の
考
え
か
ら
、
常
に
前
向
き
に
、
皆
そ

れ
ぞ
れ
に
個
性
を
生
か
し
た
ジ
ャ
ン
ル
で
、
工

夫

・
趣
向
を
凝
ら
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

水
本
さ
ん
は
、
こ
の
会
の
会
長
を
さ
れ
て
い

る
が
、
夜
出
る
事
も
多
く
多
忙
な
毎
日
、
年
2

回
の
会
員
と
家
族
の
集
い
が
、
唯
一
の
家
庭
サ

ー
ビ
ス
と
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

③
老
い
も
若
き
も
、
ス
ポ
ー
ツ

・
レ
ク
リ

ェ
ー

シ
ョ
ン
を
通
じ
お
も
い
っ
き
り
集
え
る
場
を
設

け
、
そ
こ
か
ら
大
き
な
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
身
近
に
は
す
ば
ら
し
い
自
然
が
あ
る

の
に
、
今
の
子
供
た
ち
は
家
の
中
に
閉
じ
込
も

っ
て
し
ま
っ
て
お
り
か
わ
い
そ
う
。
も
っ
と
自

然
と
の
体
験
を
通
し
大
き
な
思
い
出
を
残
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

-10-

こ
の
生
活
展
は
、
物
が
無
い
時
代
に
、
大
き

く
な
っ
て
着
れ
な
く
な
っ
た
子
供
の
衣
類
な
ど

の
交
換
会
と
し
て
催
し
た
の
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
現
在
に
及
ん
で
い
ま
す
が
、
再
生
利
用
作

品
の
中
に
、
着
れ
な
く
な
っ
た
留
袖
を
洋
服
に

仕
立
て
直
す
な
ど
、
目
を
見
張
る
物
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。

③
田
中
さ
ん
は
、
大
村
生
活
学
校
運
営
委
員
長
、

市
連
合
婦
人
会
の
副
会
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
す
が
、
「
地
域
に
根
ざ
し
た
明
る
い
社

会

・
町
ゃつ
く
り
」
を
目
標
に
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

「と
ど
け
や
さ
し
さ
W
i
t
h
y
o
u
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
昨
年
、
社
会
福
祉
協
議

会
が
市
内
の
体
の
弱
い
老
人
、
体
の
不
自
由
な

方
が
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
家

事
援
助
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
フ
ァ
ミ
リ
ー

-
ケ
ア
・

サ
ー
ビ
ス
(
有
償
)
を
開
始
し
ま
し
た
。

そ
の
折
、
ケ
ア

・
ワ
l
カ
!
と
し
て
、

3
か

月
に
わ
た
る
養
成
講
座
を
受
講
し
、
現
在
で
は、

市
内
各
地
の
希
望
世
帯
を
飛
び
回

っ
て
い
る
私

た
ち
で
す
。

自
分
の
あ
い
た
時
間
を
利
用
し
て
無
理
無
く
、

楽
し
く
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
多
く
の
体
験

が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
精
神
を
忘
れ
ず
に
や
り
が
い
と
や
さ
し

さ
を
持

っ
て
毎
日
が
過
ご
せ
て
い
ま
す
。

今
後
も
技
術
と
知
識
を
身
に
つ
け
て
、
希
望

者
の
方
が
安
心
し
て
介
助
を
受
け
ら
れ
る
様
に

努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
私
た
ち
と
一

緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

連
絡
先

大
村
市
社
会
福
祉
協
議
会
(
宮
③
1

3
5
1
平
光
)

魚、の上手な焼き方

二焼く前に網を熱する二

魚を真っ黒焦げにしたり、 網に焦げつか

せたりしては、せっかくの魚料理ち台無しc

おいしく上手に焼き上げるには、いくつか

のコツがあります。

まず網を、 魚を焼く前に十分に熱してお

くことが大切です。網をよく熱したら、サ

ラ夕、油を塗ります。これをしないで魚を網

にのせると、魚、を裏返すときに、皮や身が

網にくっつき、はがしづらくなります。

また裏返すときは、最初に焼く側を十分

に色よく焼いてからでないと形が崩れます。
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十7f軍楽園さあー開幕です.ノ

このあとも、 J玉、じ、
つつじ、把しょう
ぶ、あじさいと続
き、大村公園は芯
盛り。 ぜひ、ぜひ
おいでください。
問い合わせ
商工観光課

4月初旬

4月中旬

花

そめいよしの(1500本〉

八重系さくら(500本〉

そ
の
土
地
高
い
か
な
け
安
い
か
な
け

H
4
月

は

土

地

月

間

H

※
地
価
公
示
は
市
企
画
調
整
課
、

出
張
所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

3
月
お
目
、
国
土
庁
か
ら
平
成

3
年
の
地
価
公
示
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

地
価
公
示
は
、
都
市
計
画
区
域

内
の
各
地
域
で
標
準
的
な
使
わ
れ

方
を
し
て
い
る
土
地
(
標
準
地
、

大
村
市
は
3
地
点
)
を
選
ん
で
そ

の
適
正
な
土
地
価
格
を
公
表
し
、

土
地
を
売
買
す
る
際
の
目
安
に
し

て
い
た
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{ 惰)丸源(春山東道会長〉は2月28日
〉 市役所を訪れ、西大村本町地区コミュ二 / 

〉 テ ィセンターの建設資金に役立ててくだ 〉

〉 さいと、 100万円を寄付されました。 ¥ 

\\，~へ'-../\ゾー\J\/、'-./\J\ノ\/\J\/\J\/\ノF\J\./\J\J
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嶋
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③
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③
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堂
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。
団
体
戦

①
天
真
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中
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③
三
浦
中
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広報おおむら平成 3年 4月号

語種講座の受講者をlまじゅう
中央公民館 (幸町2ト 33 fi⑪ 3 1 6 1 ) 

講 座 名 内
在円キ， 期 間 対 象 ・定員 講師 (敬称略)

家族で野山を歩きながら、体力づくり とともに、友
6月/2日、7/7、9/1、 親子 (小学 l

大 村 山 岳会
ファミリ ーハイキング 11/10日曜日 (4回) 年生以上)

だち家族も作 りまし ょう!
9 : 0~15:00 40人

池 野 手口 義

~おおむら 転入家族も、ずっと大村に住んでいる家族も、 身近 5/26、6/9、7/14、 親子 (小学 l

ウォ ッチングヘJ にある史跡を散歩し確認 しながら親子の紳をもっと 8/11、9/22 日曜日 年生以上) 成 ifJi 勝

親子ふれあい史跡散歩 深めてく ださい。 (5回)9・30-11:30 40人

日常生活における基本的な会話を中心に、ハングル
5月14日 ，-.....， 7月16日

ハングル (初級)講座 毎週火曜 日 (10回) 成人 30人 巴 山 沫 治
文字の発音、読み方、書き方を練習 します。

19:0ひ-...，，21:00 

歴 史 遊 学 (初級) 「古レ書物は難 しし、」の先入観がなく な り楽しく 歴
5月17日 '-"""10月 4日

毎月第1・3金曜日 成人 30人 佐 十ケ 戊
~古文書を読むつどい~ 史が勉強できるようになります。

19:00-21:00 (10回)

小倉百人一首 小倉百人一首の並べ方、とり方、 遊ひ方を楽し く学
5月 9日，-.....， 9月26日

満毎月第 2・4木曜 日 成人 30人 野 口 ヲム
か る た 教 室 ひながら、仲間作 りをしま しょう !

13:30-15・30(10回)

シルバーメンネル 男だってコーラスしたし、 !女性に負けずに「おとう 5月14日 ，-.....， 9月24日
男性 20人

コール さん」もがんばり まし ょう。みんなで歌えはきっ と 毎月第 2・4火曜 日
(50歳以上)

伊地 知和 子

~楽しく歌おう思い出の歌~ 楽 しく若返 ります。 10:0か'-'12:00 (10回)

妻と夫のときめき 講義 と実技が父互に組み合わさった多彩なプログフ 5月13日 ，-.....， 7月15日

ライフ ムにご夫婦で参加してみてください。夫婦が共に学 毎週月曜日 (10回) 夫婦 15組 各専 門 講 師

~夫婦共学のすすめ~ び合い成長する ことが家庭教育の原点です。 19:30-21 :30 

重~水 涯 事ヰ 理
毎日のお弁当やおやつなどを中心に、手軽さと、健 5月10日 ，-.....， 9月27日 婦人 30人

諌 早 料 理学院
康志向にポイン トを置いて学習します。 (材料費 毎月第 2・4金曜 日 最少実行人数

柳 原 淳
~お弁当 ・おやつ ~ 5，000円) 1 3 : 3か~15 : 30 (10回) 15人

コミセン コンサートホール CD、液晶ビジョンなどを利用してクランツク音楽 5月22日 ，-.....， 2月26日

クラシッ クコンサート を鑑賞 しながら、私達の 日常生活の中での音楽との 毎月第 4水曜 日(10回)成人 30人 公 民 館 主 事

~コンサートホールの疑似体験~ 関わりや、音楽環境について考えていきます。 19:0~21 : 00 t正方〉

中 地区公民館 (松並1丁目246-5 fi⑮ 1 3 7 6) 

講 座 名 内
谷円与， 期 間 対象 ・定員 講師 (敬称略)

(親子ふれあい教室) うたと運動(ゲーム) ・あそび ・自然と のふれあい 5月13日 ，-.....， 7月15日 幼児を持つ親 平 野 サキ 子

お母さんと一緒に 等を通して子どもの豊かな成長と親子のふれあいを 毎週月曜日 (10回) と子 30組 峰 ひとみ

なかよし教 室 深めます。 10:0ひ-....，11:00 (2才~就学前) 永 岡 敦 子

だれにでも簡単に弾け、その美しく風情あふれる音 5月 9日 ，-.....， 7月11日
奏月流

大 正 吏 入 r~ 色を楽しみませんか。なつメ ロや唱歌などを楽しく 毎週木曜 日(10回) 一般 50人
中島

，昌二土，

月
学習する入門コース です。 10:0ひ-...，，12:00 

高 齢 者 のための
無理なくできる若返りリズム体操、屑こり ・腰痛体 5月 7日，-.....， 7月 9日

一般男女

い き い き 健 康 体 操
操、 レクリ エーションダンスなどを交えながら、 楽 毎週火曜 日(10回) 峰 ひと み

しい汗を流しませんか。 1 3 : 3~15 : 00 
50人

転入奥さま講座
最近大村に転入された奥 さま方を対象に、郷土料 5月 8日，-.....， 7月10日

転入 婦 人
朝 野 富貴

理 ・郷土史 ・市政 ・公共施設見学 ・方言 ・仲間づく 毎週水曜日 (10回) 成瀬 勝
Part皿

り等にっし、て学びます。 10:0ひ-...，，12:00
25人

ほか専門 講 師

料理の基礎から、健康料理、 ちょ っと手の込んだメ
5月 9日 ，-.....， 7月11日

贋 中 '言じ王4、 子
男の手 料 理教室

ニューまでを楽 しく学習し衣す。
毎週木曜日 (10回) 男性 25人

田 )11 悦 子 |19:0ひ-....，21:00 

手作 りに挑戦 !
刃物の手入れの方法 ・木工技術の基本から学習しま 5月11日 ，-.....， 7月13日 家 族 ・一般

フ ァミリ ー工作教室
す。折 りたたみ椅子から 自由作まで、手作 りの作品 毎月第2・4土曜日 子どものみは 中 山 1査 男

づく り教室です。 14:0ひ-..."l6:00 (5回) 小学4年以上

自然 が 友 達 !
健康維持 ・体力づくりの第一歩は歩 くことから。美 5月19日 '-"""10月20日

しい自然と対話 しながらのんびり自分のベースで歩 毎月第 3日曜日 (6回)
成 人 一 般 水 本 義 日目

力ン トリーウオーク
きます。 10:0ひ-....，15:00 

家 族

申込期限 :4月20日(土)必着 受講料は無料(教材費は実費)

申込方法.往復ハガキに、住所 ・氏名 ・年齢 ・性別 ・電話 ・希望する講座を一葉に一講座を書いて申 し込んでください。申し込み多数の

場合は、抽選 します。

申し込み・ 問い合わせ :各公民館へ

-13-
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生ワク投与実施日程表

接種会場 接種目

巾役所 |
萱瀬出張所 4月2日(火)

西大村コミセン

=浦 出張 所 4月3日(水)

鈴田出張所 |

竹松出張所
4月4自体)

福重出張所

中 地区公民館
4月5日(金)

松原出張所

お
願
い

o
母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

o
体
温
を
計
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

O

ワ
ク
チ
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を
飲
ま
せ
た
直
後
の
授
乳
、

飲
食
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

時
間

午
後
2
時
(

)

3

時

「福祉医療制度」

2歳以上3歳宋濡の幼児に
入属医療費を副威じます

ご穿知ですか

風
し
ん
任
意
予
防
接
種

妊
婦
が
、
妊
娠
初
期
に
風
し
ん
に
か
か

る
と
先
天
性
異
常
児
(
白
内
障
、
心
臓
奇

形
、
難
聴
な
ど
)
が
生
ま
れ
る
心
配
が
あ

り
ま
す
。

風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
の
な
い
人
や

予
防
接
種
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、
妊
娠

前
に
抗
体
検
査
を
受
け
、
抗
体
価
の
低
い

人
は
予
防
接
種
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

対
象
と
な
る
人

市
内
に
住
ん
で
い
る
初

歳
以
上
の
女
性

料
金

自
己
負
担

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

保
健
衛
生
係

環
境
衛
生
課

保健の向上・福祉の増進を図るため、次のような方々

に医療費の一部を助成しています。

また、 4月 1日より 2歳以上 3歳未満の幼児に対し

て新たに入院に要する医療費のみを助成することにな

りました。 4月 1日現在で受給資格のある乳幼児は、

そのまま 3歳の誕生日の月まで継続となりますので、

受給資格者証を大切に保管してください。

また、 4月 1日現在で受給資格を喪失している 3歳

未満の乳幼児は、居住要件に関係なく申請により 受 給

資格を取得できますので、手続きを行ってください。

※所得制限があります。 (乳幼児医療は除く)

問い合わせ 福祉課福祉係(内線155)

接種病(医)院 住所 電話

後藤産婦人科医院 西大村本町 @60l5 

大村中央産婦人科医院 水主町2丁目 @3850 

長 里子 病 院 東三城町 @1123 

福田産婦人科医院 古町1丁目 @6124 

桝本産婦人科内科医院 大川田町 ⑤8355 

おび産婦人科医院 本 町 @1l03 

福祉医 療 制度表

助成 の対 象

2歳未満児 入院 ・外来

2歳以上3歳未満児入院

来外入院

入院 ・外来

1-4庁長

A1・A2

入院

院

-14-

者

ロ:配偶者のいない女子で20歳未満の子

子 |げ :を監護している人

子 18歳未満の子(高校在学は20歳未満)

身障手帳 1-6級、療育手帳A1. A 2 
心身障害者 i

B 1. B 2所持者

入 院

入院 ・外来

院

外 来

象立サ

3歳未満児

B 1・B2

5・ 6級

入

入院

医療名

乳幼児

母

入

50歳代

60歳代

I (老人保健該当者)
老保障害i

i身障手帳1・2級、療育手帳A1.A2所持者

I 50歳以上70歳未満の人で、配偶者と死別
寡婦|

|または離婚し、現に婚姻していない女子

未婚の女子 I60歳以上70歳未満の人で、扶養義務者と

(単 婦) I生計を向ーにしていない女子

I 68歳以上70歳未満の人で、配偶者と死別
男|

または離婚し、現に婚姻 していない男子
寡
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犬の登録・狂犬病予防接種目程表

と場所

4月15日
(月)

実施

市役所
木場公民館

間

9:3ひ~14:00

14:2ひ~15:00

時日月

今村公民館
溝陸公民館

三浦出張所

西部公民館
陰平下公民館

平町(佐藤宅前)
鈴田出張所

9:3(}-----9:45 
9 : 5号~1O : 10 

10:2シ~1O : 45 
10:5号~1l: 10 
11: 2号~1l: 50 
13:1ひ~13:40

14:0ひ~14 : 40 

4月16日

(火)

飼
い
犬
は
、
毎
年
1
回
の
登
録
と
狂
犬
病

予
防
注
射
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
必
ず
受
け
て
く
だ

上久原公民館

椎池公民館

松尾公民館
水計公民館

中地区公民館

9:3ひ~10 : 10

10:2号~10:40 
11: 0(}-----11: 10 
11: 3ひ~12 : 00

13:3ひ~16:00

4月17日

(水)

寿古公民館

福重出張所
立福寺ノミス停

宮小路公民館

富の原 2丁目公民館

富の原 1丁目児童体育館

9:3ひ~ 9:50 
10: 1号~11 : 00

11: 1ひ~11: 30 
13:0ひ----13:20 
13 : 4号~14: 30 
14:4号~15: 20 

4月18日
(木)

さ
い
。

手
数
料
(
一
頭
に
つ
き
)
登
録
料
2
1
0

0
円
、
予
防
注
射
料
2
0
0
0
円、

注
射

済
票
交
付
料
4
6
0
円
、
合
計
4
5
6
0

円問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課
保
健
衛
生
係

お
願
い

当
日
は
受
付
が
混
雑
し
ま
す
の

で
、
つ
り
銭
が

い
ら
な
い
よ
う
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

-
犬
は
丈
夫
な
鎖
な
ど
で
つ
な
い
で
来
て

く
だ
さ
い
。

-
人
を
か
む
恐
れ
の
あ
る
犬
は
口
輪
を
付

け
て
つ
れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

-
登
録
と
注
射
が
済
ん
だ
犬
は
、
首
輪
に

鑑
札
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

-
注
射
の
時
犬
が
動
か
な
い
よ
う
、
固
定

出
来
る
人
が
連
れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

-
正
午
か
ら
午
後
1
時
ま
で
は
休
み
ま
す
。

徴神堂広場
西大村コ ミセン

池田公民館

上諏訪公民館

植松公民館

9 : 3ひ~ 9:50 
1 0: 1ひ~1O:50

11:0号~11 : 55 
13:1(}-----13:45 
14:1(}-----15:00 

4月19日

(金)

竹松出張所
大村農業改良普及所

|堺町公民館
桜馬場 1丁目公民館

9 : 3ひ~12:00

13:1ひ----13:40 
14:0ひ~14: 15 
14:3ひ----15:10

4月22日
(月)

ベ
ル
t
救
墾
昌
碩
金
活
動

に
ご
協
力
を
l

ペ
ル
ー
で
は
、
史
上
最
悪
と
も
い
え
る

経
済
危
機
に
ひ
ん
し
、
多
く
の
国
民
が
最

低
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
主
体

側
海
外
日
系
人
協
会

受
付
期
限

6
月
初
日
制

振
込
先

東
京
銀
行
日
比
谷
支
庖
(
普
0

5
5
8
9
1
5
)
名
義
1
ペ
ル

1
救
援
基

金代
表
者
:
・長
崎
弘
(
元
駐
ペ
ル

1
大
使
)

問
い
合
わ
せ

県
国
際
交
流
課

(8
0
9

5
8
⑫
1
1
1
1
)
 

重井田(今里伸作宅前)
野岳、湖バス停

東光寺公民館

松原出張所

武留路公民館

黒丸公民館

松山町公民館

9:3ひ~ 9:50 
10: O(}-----IO: 30 
10:4号~11:00

11: 15'"--' 11: 50 
13:1ひ~13: 30 
13:4号~14: 10 
14 : 3ひ~15 : 00 

4月23日

(火)

黒木ノくス停

黒木小学校

久良原公民館

萱瀬出張所

南川内公民館

宮代公民館

農協萱瀬第 l支所

10:0ひ~10: 15 
10:2号----10:40 
10: 5ひ----11:05
11: 2(}-----11: 50 
13:1(}-----13:20 
13:3号~14: 00 
14:1号~14: 50 

4月24日
(水)

大村保健所

赤佐古公民館

9:3ひ----14:00
14:1号~14: 45 

4月25日

(木)

ック

受けて安心

日帰り

人間ド

対
象
者

刊
歳
以
上
の
人
(
職
場
な
ど
で

検
診
を
受
け
ら
れ
る
人
は
除
き
ま
す
)

募
集
人
員

1
0
0
人
(
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
)

個
人
負
担
盃

2
万
3
千
円

実
彊
明
所

市
立
病
院

申
し
込
み

環
境
衛
生
課
保
健
衛
生
係

健康子レホふザービス
合③4646または 0958⑧5511 

月 花粉症

火 三文神経痛 (顔面の神経痛〉

水 予防接種の受け方②

木 はや り目

金 歯 ブラ シの選び方

土 ・臼 躍 力ン ジ夕、症

一一

-15-

4
月
の
テ

マ



説
指
先
$

手

を

手
壬 v
z著書に
習 も品

ん
会司

-・・E

会

H
H

音
の
な
い
世
界
を
想
像
し
た
事
が
あ
り
ま
す
か
?

手
話
は
、
手
の
動
き
を
言
葉
に
変
え
る

音
の
あ
る
世
界
と
な
い
世
界
を
結
ぶ
か
け
橋
で
す
c

(
老
若
男
女
を
問
い
ま
せ
ん
。
是
非
参
加
し
て
く
だ
さ
い
J

ロケット
代替保母ん
調謹員V，l.!

登録制度の|
ご利用を

市
内
の
保
育
所
に
勤
務
し
て
い

る
保
母
や
調
理
員
が
、
産
休
や
病

気
に
な
っ
た
と
き
、
か
わ
り
に
勤

務
し
て
い
た
だ
け
る
人
を
登
録
し

て
お
く
制
度
で
す
。

登
録
を
希
望
す
る
人
は
、
印
鑑

と
資
格
証
明
書
の
写
し
、
履
歴
書

(
写
真
添
付
)
を
も
っ
て
福
祉
課

児
童
家
庭
係
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

コンビューター

l 寓llj
L)y 

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

F
O
ご

h
l
'

1
1・
1

テ
l
プ

ビ
デ
オ

。
思
一
の
部

期
間

5
月
7
日
関
よ
り
毎
週
火

曜
日
、
午
前
日
時

1
U時
(
祝
日
・

春
夏
冬
休
み
期
間
中
は
除
く
)

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み

電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ

で
社
会
福
祉
協
議
会
(
西
三
城
町

宮

@
1
3
5
1

。
夜
の
部

期
間

5
月
8
日
か
ら
翌
年
3
月

ま
で
、
毎
週
水
曜
日

時

間

午

後
6
時
(

)

8

時

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

開
講
式

5
月
8
日
側
、
午
後
6

時
日
分

受
講
料

無
料
(
テ
キ
ス
ド
代

・

参
考
本
な
ど
別
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

課
福
祉
係

福
祉

殉職船員の

遺児に援護金

を支給します

殉
職
一船
員
の
遺
児
で
、
出
生
か

ら
高
校
卒
業
す
る
ま
で
の
期
間
、

援
護
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
(
生
活

困
窮
者
に
限
り
ま
す
)

援
護
金

1
人
側
8
0
0
0
円

※
詳
し
く
は
、
財
日
本
殉
職
船
員

顕
彰
会
(
〒
山
東
京
都
千
代
田

区
麹
町
4
丁
目
5
8
m
・
3
2

3
4
・
0
6
6
2
)

へ

市松喧 場所 3分0時日4 存l県

長E肥 A 慰季
体耳尚、 附U 、霊

長(崎前1時0 祭

ノ

を
新
提
購
入
じ
ま
じ
拡

ご
持
軍
?

J

，、先、
-vLV

新
た
に
日
ミ
リ
テ
l
プ
9
本
と

ビ
デ
オ
テ
ー
プ

3
本
を
購
入
し
ま

し
た
。
操
作
認
定
証
を
お
持
ち
の

方
に
無
料
で
貸
し
出
し
を
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
子
ど
も
会
な
ど
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
営
利
目
的
を
の
ぞ
き
ま
す
。

(
何
ミ
リ
テ

l
プ

-
成
人
教
育

1
夫
の
定
年
妻
の
定

年

・
ロ
分

-
情
操
教
育

1
心
の
ふ
る
さ
と
童

謡
の
世
界
・
心
分

・
家
庭
教
育

1
聞
い
て
よ
お
母
さ

ん

・
お
分
、
す
て
き
坂
・
臼
分

・
ア
ニ
メ

(
平
和
教
育

)
1
な
が

さ
き
の
子
う
ま

・
幻
分
、
せ
ん
水

艦
に
恋
を
し
た
ク
ジ
ラ
の
話
・
日

分・
ア
ニ
メ

(
道
徳

)
i
ラ
ン
ボ
l

.
の
な
み
だ

・
日
分
、
新
ち
ゃ
ん
が

な
い
た

・
お
分
、
う
か
れ
バ
イ
オ

リ
ン

-m分

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
し

-
平
和
教
育
1
1
0
0
番
目
の
サ

ル
(
ア
ニ
メ
)
・
口
分

-
安
全
教
育

1
安
全
な
自
転
車
通

学
の
た
め
に
・
日
分

・
道
徳
教
育

i
い
じ
め
っ
子
と
あ

ば
れ
ん
ぼ
う

・
お
分

s
g
4月

刊

日

締

め

切

り

/

個
人
住
宅
建
設
資
金
利
子
補
給
金

市
で
は
個
人
住
宅
を
建
設
さ
れ
た

方
に
利
子
補
給
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
が
、
い
よ
い
よ
4
月
叩
日
が

締
め
切
り
で
す
。

該
当
さ
れ
る
方
は
急
い
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

交
付
対
重
唱
住
宅
建
設
資
金
の

融
資

(
3
0
0
万
円
以
上
)
を
受

け
、
市
内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め

の
住
宅
の
新
築
(
未
使
用
住
宅
の

16-

購
入
を
含
む
)
お
よ
び
増
改
築
を

行
っ
た
人

利
子
補
給
金

年
間
2
万
円
を
限

度
と
し
て
別
に
規
定
し
た
金
額

交
付
適
用

平
成
2
年
4
月
1
日

1
3
年
3
月
白
日
ま
で
の
融
資
で
、

3
月
白
日
ま
で
に
最
初
の
返
済
が

開
始
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

観
光
課

商
工

-γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ

引
か
ら
転
宅
さ
れ
る
皆
さ
ん

春
は
転
宅
が
多
い
シ
ー
ズ
ン
。

転
宅
さ
れ
る
と
き
は
、

転
宅
日

の
4
1
5
日
前
(
月

5
金
曜
日
)

ま
で
に
、

最
寄
り
の
営
業
所
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、
「
電
気
ご
使
用
量
の
お

知
ら
せ
」
票
な
ど
に
記
入
し
て
あ

る

「お
客
さ
ま
番
号
」
も
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
転
宅
先
で
も
リ
ミ
ッ

タ
l
を

「入
」
に
す
る
と
す
ぐ
に

電
気
が
使
用
で
き
ま
す
。

リ
ミ
ッ
タ
l
に
取
り
付
け
て
あ

る
「
は
が
き
(
申
込
書
)
」
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
ご
投
函
く
だ

戸、

き
い
。

な
お
、
口
座
振
替
の
申
し
込
み

も
同
時
に
で
き
ま
す
。

連
絡
先

最
寄
り
の
九
州
電
力
営

業
所
へ



広報おおむら平成 3年 4月号

お
し
令
官

な
か
ち
く

公
民
館
ま
つ
り

ウ方'ワ号リ，文会'91多良火山火口

中
地
区
公
民
館
を
定
例
的
に
利

用
し
て
い
る
団
体

・
グ
ル
ー
プ
が

日
頃
の
活
動
の
成
果
を
発
表
し
ま

す
。
多
数
お
い
で
く
だ
さ
い
。

-
舞
台
発
表
の
部

日
時

4
月
比
日
冊
、
午
前

m時

1
午
後
4
時

場
所

中
地
区
公
民
館

内
容

民
踊

・
詩
吟

・
詩
舞

・
剣

舞

・
コ
ー
ラ
ス

・
日
舞

・
ア
i
ト

バ
レ
エ

・
健
康
体
操
ほ
か

-
展
示
発
表
の
部

日
時

4
月
幻
日
∞

i
m日
側
、

午
前
9
時

1
午
後
4
時
却
分

(
3

日
目
は
午
後
3
時
ま
で
)

場
所

中
地
区
公
民
館

内
容

水
彩
画

・
油
絵

・
デ
ッ
サ

ン
・
木
目
込
み
人
形

・
俳
句

・
フ

ラ
ン
ス
刺
し
ゅ
う

・
木
彫

・
フ
ラ

日時 5月12日(日)、午前 7時30分集合

集 合場所 黒木駐車場(雨天時は26日に順延 )

内容 ・A コース=黒木 ~五ヶ原~金泉寺~多良岳

~黒木(約 5時間) ・Bコース=黒木~金泉寺~多

良岳~経ヶ岳 ~つげ尾~黒木 (約 6時間) ・Cコー

ス=黒木 ~玉ヶ原~金泉寺~経ヶ岳~つ げ、尾~黒木

(約 7時間) ・Dコース =黒木 ~五ヶ原~金泉寺~

経ヶ岳 ~岩屋越~黒木 (約 9時間)

参加資格 満15歳以上(ただし18歳未満は保護者 の

同意書が必要で す)

主催 多良火山火口壁を歩く市民の会

協力 大村山岳会 参加料 1人500円

募集人員 100人

申込期間 4 月 8 日 (月) ~27 日 仕)

申し込み・問い合わせ 商工観光課

ワ
1
デ
ザ
イ
ン

・
藤
手
芸

・
お
り

紙

・
手
あ
み

・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

・

書
・
生
花
・
紙
粘
土
人
形
・
写
真
・

和
裁

・
茶
花

・
茶
会

(茶
券
は
当

日
会
場
で
発
売
)
・着
物
着
付
(
実

演
は

ω同
2
日
間
1
午
後
2
時
か

ら
)
・
グ
ル
ー
プ
紹
介
な
ど

-
バ
ザ
ー

う
ど
ん

・
ケ
l
キ
・

寿
し

・
自
然
食
品

・
コ
ー
ヒ
ー
-

手
ゃつく
り
作
品
な
ど

※
今
回
は
、
不
用
品
バ
ザ
ー
も
数

多
く
用
意
し
ま
す
。

第
引
回

少
年
野
球
大
会

期
日

5
月
日
日
出

i
ロ
日
岡

場
所

市
営
球
場
ほ
か

開
会
式

5
月
日
目
的
、

時チ
ー
ム
編
成
・
対
象

午
後
2

ー
チ
1
ム
日
人
以
内

。
小
学
生
・・・

4
1
6
年
生

。
中
学
生
・・
・
学
年
は
問
い
ま
せ
ん

※
い
ず
れ
も
登
録
し
た
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
単
位
で
編
成
し
て
く
だ

さ
い
。
チ
ー
ム
編
成
困
難
な
少

年
団
は
、
隣
接
す
る
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
と
の
合
併
を
認
め
ま
す
。

申
込
期
限

5
月
1
日
附

申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ

課
黒
木
登
山
口
山
開
き
式

春
本
番
HY
山
と
親
し
ん
で
お
ら
れ

る
方
の
参
加
を
歓
迎
し
ま
す
ご

日
時

4
月
お
日
目
、
午
前
9
時

場
所

黒
木
バ
ス
停
前
広
場

主
催

大
村
山
岳
会

平
成

3
年
度

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
登
録

申
請
期
間

目
白
幽

登
録
料

無
料

登
録
の
条
件
・

ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
大
会
(野
球
・ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

・ポ
1
ト
ボ
1
ル
)

な
ど
へ
の
出
場
を
希
望
す
る
人

-
日
常
活
動
が
で
き
る
範
囲
内
で

結
成
し
て
く
だ
さ
い
。

-
単

一
団
体
で
日
常
活
動
が
で
き

な
い
場
合
は
、
隣
接
す
る
団
体
と

合
併
し
て
登
録
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
、
部
分
的
に
複
数
の

4
月

1
日
開
1
5
月

少
年
団
に
登
録
す
る
こ
と
は
認
め

ま
せ
ん
。

-
締
切
後
の
登
録
ま
た
は
、
追
加

登
録
は
認
め
ま
せ
ん
が
、
転
入
生

に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

-
登
録
し
た
人
の
み
出
場
を
認
め

ま
す
の
で
、
記
入
も
れ
や
出
し
忘

れ
が
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

登
録

・
問
い
合
わ
せ

体
育
課

※
登
録
用
紙
は
、
体
育
課
に
あ
り

ま
す
。

体
育

、
/
¥
/
i
j
¥
〆
k
f
¥
〆
¥
/
¥
〆
¥
J〆
、
/
¥

九
州
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
式
会

一

大
村
市
で
調
倍
さ
れ
ま
す

…

と
は
思
え
ぬ
若
者
顔
負
け
の
熱
戦

γ

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
暖

一

か
い
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

へ

※
大
会
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

へ

は
、
大
村
互
寿
会
シ

ニ
ア
ソ
フ
ト

い

ボ
1
ル
ク
ラ
ブ

(宮
⑫

4
7
7
3
〈

森
林
)

へ

〈

高
齢
者
(
印
歳
以
上
)

の
健
康

と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
普
及
を
目
的

と
し
た
九
州
シ
ニ

ア
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
が

5
月
四
日
、
山
口
日
の
両

日
、
市
営
野
球
場
を
中
心
と
し
て

開
催
さ
れ
ま
す
。

出
場
チ

l
ム
幻
チ
!
ム
、
選
手

一1

0
0
人
が
参
加
し
、
高
齢
者

¥
/
・
/
¥
/
¥
ノ
t
〉
f
¥
/
t
¥
ノ

第
日
回

大
村
さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
大
会

日
時

4
月
お
日
制
小
雨
決
行

開
会
式

午
前
9
時

ス
タ
ー
ト

午
前
9
時
お
分
よ
り

(種
目
に
よ
り
異
な
り
ま
す
)

集
合
場
所

市
営
屋
内
プ
l
ル
前

広
場

コ
!
ス

市
役
所
横
埋
め
立
て
地

内
道
路

参
加
資
格

小
学
生
以
上
の
健
康

で
完
走
可
能
な
人
(
市
外
も
可
)

種

目

・

小
学
生
コ

l
ス
i
1
1

2
年
(
1
M
)
・
2
1
4
年
(
U凶
)・

5
1
6
年
(M
M
)

-
中
学
男
女

・
高
校
女
子

・
一
般

女
子
l
M凶

・
高
校
男
子

・
一
般
男
子
HH
m
M

・
健
康
マ
ラ
ソ
ン
コ

l
ス
1
3
M

(
参
加
者
フ
リ
l
)

参

加

料

小

・
中
学
生

3
0
0
円、

高
校
生
5
0
0
円
、

一
般
8
0
0

体
育

一 17-



隠
し
吻
今

奨
学
生
(
高
校
・
大
学
)

。
長
崎
県
育
英
会
奨
学
生

募
集
期
限

5
月
刊
日
俗

志
願
資
格

県
内
に

1
年
以
上
住

所
を
有
す
る
人
の
子
弟
で
、
大
学

に
在
学
中

(
4
月
進
学
予
定
者
を

含
む
)
の
人
の
う
ち
、
経
済
的
理

由
に
よ
り
修
学
困
難
で
か
つ
、
人

物

・
学
業
共
に
優
れ
て
い
る
人
。

貸
与
月
額

・
国
公
立

:i
万
8

千
円
・
私
立
・
:
2
万
4
千
円

。
大
村
市
奨
学
生

募
集
期
限

4
月
初
日
例

志
願
資
格

市
内
に
住
所
を
有
す

の
人
の
子
弟
で
、
高
校
・
国
立
高

を
う

お
個

ゆ

層
し

λ
ぼ

一染
戸
汁
什

・4U4
兎
叶宅住掛田市

:::::::::申~?バ9 ト:::::::::

専

・
大
学
に
在
学
中

(
4
月
進
学

予
定
者
を
含
む
)
の
人
の
う
ち
、

経
済
的
理
由
で
学
費
の
支
弁
が
困

難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
か
っ
、

学
業
成
績
が
良
好
で
心
身
と
も
に

健
康
な
人

貸
与
月
額

1
万
円
(
高
校

・
高

専
・
大
学
と
も
。
た
だ
し
犬
学
に

つ
い
て
は
、
県
育
英
会
と
の
併
願

も
可
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
教
育
委
員
会
庶
務
課

大
村
建
設
技
術
専
門

学
校
生
徒

ー
建
築
士
・
技
術
士

1

近
代
建
築
に
ふ
さ
わ
し
い
基
礎

を
学
び
、
将
来
有
望
な
建
築
技
術

者
を
養
成
し
ま
す
。

内
容

O
建
築
課

:-m人
(
毎
週

土
曜
日
)
午
前
9
時
1
午
後
4
時

O
建
築
製
図
科
:・
却
人
(
毎
週
夜

間
3
日
)
午
後
6
時
叩
分

1
9
時

※
詳
し
く
は
、
大
村
建
設
技
術
専

門
学
院
(
玖
島
1
丁
目

宮
@

8
3
8
5
)

へ

N
H
K
学
園
の

生
涯
学
習
通
信
講
座

教
養
と
趣
味
を
深
め
る
た
め
の

書
道
、
硬
筆
、
俳
句
、
短
歌
、
囲

碁
な
ど
刀
講
座
1
8
3
コ
l
ス
を

開
講
し
ま
す
。

申
込
期
限

4
月
初
日
例

※
案
内
書
(
無
料
)
を
ご
希
望
の

方
は
、
(
平lm
l
旧
東
京
都
国

立
市
富
士
見
台
2
1
%
N
H
K

学
園
八
E
八
十

一
係
宛
E
0
4

2
5
⑫
3
1
5
1
)
ヘ
、
あ
な

所在 地 松並 1丁目246-1

構 造 鉄筋コンクリート 3階建

戸数 11戸(第2種〉

間取り 30K

家 賃 27，000円(予定〉

入居予定日 6月 1日(土)

申込期間 4月 5 日(到~13 白 (土)

問い合わせ 建築課住宅係

※ 収入などに制限があります。

た
の
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
お
よ
び
ご
希
望
の

講
座
名
を
ハ
ガ
キ
に
明
記
し
て

ご
請
求
く
だ
さ
い
。

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

ー
5
月
コ
ー
ス
ー

内
容

O
パ
ソ
コ

ン
入
門
O
ワ
ー

プ
ロ
(
ユ
ー
カ
ラ

a
r
t
)
O
ワ

ー
プ
ロ
(
一
太
郎
)
O
ガ
ス
溶
接

市営住宅〈既存〉入居者募集

「
新
し
い
異
国
・
長
崎
」

観
光

-18-

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

テ
ー
マ

「
異
国
情
緒
」
を
基
調

と
し
、
旅
博
を
機
会
に
、
新
し
く

県
内
各
地
に
誕
生
し
た
観
光
資
源

に
よ
り
、
新
し
い
息
吹
き
を
感
じ

さ
せ
る
長
崎
県
観
光
に
ふ
さ
わ
し

い
・
も
の
。

応
募
資
格

応
募
作
品

応
募
方
法

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

自
作
未
発
表
の
も
の

ハ
ガ
キ
に

1
枚

1
点

技
能
講
習
O
危
険
物
取
扱
者
受
験

準
備
講
習

O
M
S
l
D
O
S
入
門

O
ロ
l
タ
ス

一
、
二
、
一
二
O
信用二

種
電
気
工
事
士
受
験
準
講
習
(
学

科
)
O
高
齢
者
パ
ソ
コ
ン
(
金
融

編
)
O
コ
ボ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

種別 住宅名 戸数 間 取り 家賃(月額 ・円)

竹 松 4 2K ~ 3 K 7， 200~ 12，000 
1 

j自 田 3DK 15，500 
種

久原第二 3DK 21，200 

原 口 3DK 24， 700 

2 竹 松 2K 6， 700 

手重 j自 田 2 K 7，800 

久原第二 2 3DK 15， 500~ 16，600 

申込期間 4 月 5 日佳)~ ll 日 (木)

申し込み・問い合わせ 建築課住宅係

※収入などに制限があります O

を
記
入
し
、
住
所

・
氏
名

・
性
別

.
年
齢

・
職
業

・
電
話
番
号
を
明

記
し
送
付
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り

4
月
初
日
例

賞

特
賞
1
点
却
万
円
ほ
か

送
り
先

長
崎
県
観
光
連
盟
コ
ピ

i
係

(
干
制
長
崎
市
大
黒
町

3
1

1
長
崎
交
通
産
業
ピ
ル
内
)

O
農
業
機
械
整
備
の
初
歩

申
込
期
間

4
月
1
日
何
l
m
日

仕申
し
込
み
J

問
い
合
わ
せ

長
崎
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー

(
諌
早

市
小
船
越
町
宮
⑫
2
7
2
1
)

自
衛
官

(
男
・
女
)

。
二
等
陸
・
海
・
空
土

(
男
子
)

資
格

問
歳
以
上
幻
歳
未
満
の
男
子

申
し
込
み

随
時

試
験

別
示

試
験
場

大
村
募
集
事
務
所

。
二
等
瞳

・
海
・
空
士

(
女
子
)

資
格

問
歳
以
上
幻
歳
未
満
の
女
子

申
込
期
限

5
月
目
白
山田

試
験
日

6
月
7
日
倒

試
験
場

大
村
駐
屯
地

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
大
村
募
集
事
務
所
(
宮
⑫

6
2
1
7
)
 



「
お
り
、
か
み
で

あ
そ
ほ
う
」

教
室

中
地
区
公
民
館
で
は
、

2
か
月

に
一
度
「
お
り
が
み
で
あ
そ
ぽ
う
」

と
い
う
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。

参
加
料
は
無
料
で
す
。
自
由
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日

4
月
日
日
∞

時
間

午
後
1
時
却
分
か
ら

内
容

春
で
す
グ
お
花
が
い
っ
ぱ

B
V
 

問
い
合
わ
せ

中
地
区
公
民
館

ご
寄
付

ご
好
意

軟
式
テ
ニ
ス

。
小
学
生
初
山
者
教
室

体
力
づ
く
り
)

期
間

4
月
比
日
同
か
ら
毎
週
日

曜
日
、
午
前
7
時
1
9時

年
会
費

3
0
0
0
円

対
象

小
学
4
年
生
以
上

。
早
朝
ク
ラ
ブ

(
体
力
づ
く
り
と

仲
間
づ
く
り
)

日
時

毎
週
日
曜

・
祭
日
、
午
前

7
時

1
9
時

年
会
費

3
0
0
0
円
(
保
険
代

除
く
)

。
婦
人
初
山
者
教
室

(
美
容
、
健

康
、
仲
間
づ
く
り
)

期
間

4
月
日
日
例

1
6
月
お
日

ω毎
週
火
曜
日
(
叩
回
)
、
午
前
叩

時
i
ロ
時

定
員

初
人

参
加
料

無
料
(
傷
害
保
険
料
実

(
健
康
と

a"が
と
う
ご
a
v
v
ま
し
た

(
敬
称
略
)

。
香
典
返
し

広報おおむら平成 3年 4月号

松
原
小
学
校
へ

V
佐
々
原
テ
ル
子
(
松
原
2
丁
目
)

児
童
用
図
書
5
万
円
相
当

松
原
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
南
ハ
ツ
ヱ
(
松
原
1
丁
目
)
天

幕
一
張
叩
万
円
相
当

V
林
田
重
敏
(
松
原
本
町
)
調
理

用
器
具
5
万
円
相
当

V
西
絹
枝
(
松
原
1
丁
目
)
暗
幕

5
万
円
相
当

福
重
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
大
浦
茂
(
重
井
田
町
)

5
万
円

社
会
福
祉
基
金
へ

V
前
田
ス
ガ
(
今
村
町
)
叩
万
円

V
古
達
勝
好
(
古
賀
島
町
)
初
万

........円
辻西
忠 畑
義贋

路 川
口 棚
町町

初
万
円

3
万
円

費
)

。
婦
人
ク
ラ
ブ

(
美
容

・
健
康

・

仲
間
づ
く
り
)

日
時

毎
週
月

・
水

・
金
曜
日
、

午
前
日
時

1
U時

。
婦
人
木
曜
ク
ラ
ブ

(
美
容

・
健

康

・
仲
間
づ
く
り
)

日

時

毎

週
火
・

木
曜
日、

午
前

日
時

1
午
後
1
時

年
会
費

3
0
0
0
円
(
保
険
代

除
く
)

申
込
方
法

い
ず
れ
も
直
接
市
営

コ
l
ト
(
ボ

l
ト
場
横
)
へ

問
い
合
わ
せ

軟
式
庭
球
協
会
事

務
局
(
宮
⑬
4
6
4
0
森
上
)

ダ
ン
シ
ン
グ
フ
レ
ン
ド

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
で
、
体
も
心
も

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ノ

美
容
と
健
康
、
若
返
り
に
入
会

し
ま
せ
ん
か
。

V
加
嶋
節
子
(
大
川
田
町
)
叩
万

円社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
山
田
孝
昌
(
宮
小
路
1
丁
目
)

日
万
円

V
中
島
進
(
松
原
本
町
)
金

一
封

V
林
フ
ミ
(
久
原
1
丁
目
)
叩
万

円。

一
般
寄
付

清
和
園
へ

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
l
奉
仕

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎
・岩
井
勝
・

中
島
松
一

・
末
永
辰
夫

・
田
尻
義

練
習
日

毎
週
金
曜
日
、
午
前
日

時

1
1時

場
所

市
民
体
育
館

連
絡
先

鈴
田
(
宮
⑪

2
5
8

8
)
 

ぢ

中
高
年
登
山
グ
ル
ー
プ

大
村
シ
二
戸
山
の
会

当
会
は
中
高
年
を
対
象
に
し
て
、

県
内
外
の
山
に
年
4
回
程
登
っ
て

い
ま
す
。

会
費

年
額
1
0
0
0
円

連
絡
先

事
務
局
(
玖
島
2
丁
目

宮
⑨
6
5
4
7
浅
倉
)

彦
)
理
容
奉
仕

文
化
基
金
へ

V
本
経
寺
寒
行
団
l
m
万
円

社
会
福
祉
基
金
へ

V
妙
宣
寺
立
正
同
心
会
寒
修
行
団

1
5
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
本
経
寺
寒
行
団
l
m
万
円

V
九
州
電
労
大
村
発
電
所
分
会
1

2
万
5
千
円

慈
恵
荘
へ

V
江
島
末
喜
(
東
本
町
2
丁
目
)

5
万
円

V
高
田
誠
(
宮
小
路
1
丁
目
)
2

ゐ
口
居
一
刈

道
ふ
玄

貝

護
身
術
や
心
身
の
健
全
な
育
成

に
、
ま
た
、
健
康
法
と
し
て
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
?

稽
古
日
時

毎
週
月
曜

・
金
曜
日

少
年
部
・・・午
後
7
時

1
8時

一
般
部
:
・
午
後
7
時

1
8時
初
分

場
所

市
武
道
館

申
し
込
み

財
合
気
会
長
崎
合
気

道
会
大
村
道
場
事
務
局
(
宮
⑮
0

2
7
3
)
ま
た
は
、
直
接
、
稽
古

日
に
道
場
ま
で

太
極
拳
愛
好
会
会
員

対
象

一
般

練
習
日

毎
週
火

・
土
曜
日
、
午

後
7
時
1
9時

た
だ
し
、
第

一
週
は
水

・
土
曜

万
円

V
板
橋
養
鶏
場
l
冷
凍
卵

V
本
村
武
(
片
町
)
衣
類

V
九
州
電
力
大
村
営
業
所
l
ス
ズ

ラ
ン

V
中
川
芳
道
(
桜
馬
場

1
丁
目
)

小
物
袋

V
佐
古
亮
尊
(
古
町
1
丁
目
)
電

動
ベ
ッ
ト

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

l
慰
問

泉
の
里
へ

V
寿
々
木
松
子
(
原
口
町
)
日
万

円V
井
川
末
太
郎

(
植
松
1
丁
目
)

日
で
、
こ
の
週
は
火
曜
日
は
休
み

ま
す
。

場
所

市
武
道
館

※
第
一
週
の
水
曜
日
は
、
市
コ
ミ

セ
ン

会
費

月
1
0
0
0
円

申
し
込
み

直
接
練
習
会
場
へ

問
い
合
わ
せ

田
方
(
⑫
2
9
3

9
)
 柔

道

教

室

対
象

小

・
中
学
生
、
高
校
、

般
(
い
ず
れ
も
男
女
)

日
時

毎
週
火
・木
・土
曜
日
(
午

後
6
時
1
8時
ま
で
)

場
所

市
武
道
館
(
消
防
署
裏
)

費
用

入
会
金
:
i
5
0
0
円、

会
費
:・
月
1
0
0
0
円、

保
険
料

・・・3
6
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

(宮
⑬
3
3
5
5
)

今
井

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
焼

V
江
頭
ハ
ル
子
(
乾
馬
場
町
)
2

万
円

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

1
奉
仕

V
弥
勤
寺
老
人
会
l
み
か
ん

・
タ

オ
ル

・
石
け
ん
ほ
か

V
大
川
田
老
人
会
l
奉
仕

V
永
測
ま
ん
じ
ゅ
う
本
舗
l
ま
ん

じ
ゅ
う

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町
)
1
万
円

V
竹
松
駐
屯
地
第
3
2
7
高
射
中

隊
1
2
万
円

V
合
同
タ
ク
シ
ー

l
洗
濯
機
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月の健康カレs，agm
安産教室 市役所 9:30-11 :00 ②9:30まで 17日

妊婦教室巳) 市役所 13:00-16・004日 @母子健康手帳、ズボン (水)
(月) 一般健康相談 市役所 13:00 -16: 00 

3歳児健康診査 大村保健所⑪血圧 ì~IJ定 ・ みそ汁の塩分濃度測定ほか
⑧9 : 30 -10 : 00 13: 00 -13 : 30 

2日
乳幼児健康相談 松原出張所⑧13:30-15:00 

18日 ⑪昭和62年10月生まれ (62年 4月-9月生ま

(火) (木) れで、ま だ受けていない人も受診してくださ

⑪母子健康手帳、問診票

3E3 
妊婦教室(オ) 市役所 13 : 00 -16 : 00 定期巡回献血 市役所 9:30-12: 00 

(水)
オ歳6か月児健康診査

5日 成人の健康相談 福祉センタ- 13:00-15:00 
19日

市コミセ ン ②13: 00-13: 30 

(金) ⑪ 40歳以上⑪血圧測定 ・みそi十の塩分濃度;filJ定l3か @⑮…12日幽 と同じ
(金) 成人の健康相談 福祉センター 13: 00-15:00 

ア日
当番医

@ゆ…5日闘 と同 じ
(内・小)与那城医院 池田新町 宮@ 557 5 

(日)
(産)大村中央産婦人科医院水主町 2T白色② 3850 20日

耳とことばの相談 福祉センタ-13・00-15:00

乳却児健康相談 竹松出張所
(土)

8日
②9:30-11:00 13:30-15:00 当番医

(月) ⑪離乳食教室 10: 30 -15: 00 21日
(内・小)長崎医院寿古町 宮@8615

(日) (皮・泌1 佐伯皮ふ科泌尿器科医院 東本町 宮② 4330
9日 乳鈎児健康相談 市コミセン

(火) §⑪8日(月)と同 じ 24日
妊婦教室凶) 市役所 13・00-16:00

10日
(水)

(水)
妊婦教室(2)市役所 13: 00-16: 00 

25日 機能訓練根気の会

(木) 松並ゲー トボール場 13:30-15:30 
竹田

機能訓練根気の会 福祉センタ-13:30-15:30 
(木)

26巳
刻児教室(お口の健康と食生活) 市コミセン

⑧9 :45-10:00⑪昭和63年10月-11月生まれ
オ]霧6か月児健康診査 (金) ⑮母子健康手帳、問診票、歯ブラシ、タオル、コ yブ
市コミセン ⑧13:00-13: 30 

12日 ⑪平成元年 9月生まれ (平成元年 4月-8月
28日

当番医

(台 生まれで、まだ受けていない人も受診してく (内・外)渡辺医院 松原 1丁目 B@ 8 2 7 5 
ださい) (日) (眼)楠木眼科医院東三城町 宮② 2711 
⑮母子健康手帳、問診票、 歯ブラシ

当番医
当番医 29日

(内・小)松尾医院玖島 1丁目 合② 441214日
(内・胃)藤井内科医院東本町 宮② 3878 (祝・月)

(産・内)桝本産婦人科内科医院大川田町 宮③8355
(日)

(皮・泌)黒木医院西大村本町 宮③ 0211 
略号の説明 ⑬・・・対象 ③・・・受け付け ⑪・・・内容

16日
乳幼児健康相談 萱瀬出張所 ⑤9 :30-11 :00 

⑮…持ってくるもの

(火) 当番医の診療時間 9:00-18:00 

毎
月

1
回

発

行

発
行
所
/
大
村
市
役
所
(
一T
M

玖
島
1
丁
目
白
番
地

宮
間
3

4
1
1
1
)

印
刷
所
/
附
康
真
堂
印
刷

編
集
/
秘
書
広
報
課

ケ".，~叫叫叫仇~仇品目出~叫叫科目出U引昨日月耳目U仇"'""""仇~仇-"""~有3

2 市民中目談コーナー(秘l書広報課〉ですべ、て無料で、行っています~
4 お気軽にご相談ください~

恩 人権相談 (4日木 10: 00~15 : 00) ~ 
出 行政相談 ( 11日・木 9: 30~1 2 : 00) 
~ 法律相談 (17日・水 1010~15 00〉 i 
例 i
相 交通 事故相談 (23日・火 10: 00~16 : 00) ~ 
談 年金相談 (24日・水 10: 00~15 : 00) 
日 不動産相談 (26日・金 13: 00~16 : 00) 

っています。

4月の大柑ポー ト (l 2 ~1 6 日・ 競艇発祥記念 、 20~23 日、
27~30 日 )

人口の動き

3月7日現在

73，アオ 6
(+ 57) 

35，175 
(+ 44) 

+
1
 

-言ロ

男

人口

38，541 
(+ 13) 

女

22，416 
(+ 22) 

-20-

世帯数

)内は前月比
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